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敬老の日　老人福祉週間
9月15日～９月21日|

高
令
化
社

会
に
対
応
す

る
高
令
者
福

祉
の
為
の
諸

施
策
、
サ
ー

ビ
ス
の
新
た

な
拡
充
は
、

最
近
の
社
会

経
済
の
変
化

高
令
者
を
め

ぐ
る
諸
条
件

の
き
び
し
さ

の
も
と
で
、

一
層
切
実
な

問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
．

こ
う
し
た

時
こ
そ
、
老

人
福
祉
法
の

精
神
に
基
づ

き
、
総
合
的

よ
う
国
、
県
、
市
町
村
等
に
よ
り
老
人

福
祉
週
間
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
．

こ
の
運
動
期
間
は
、
九
万
十
五
日
（
敬

老
の
日
）
か
ら
九
月
二
十
一
日
ま
で
の

一
週
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

な
お
、
町
・
町
社
協
及
び
町
老
人
敬

愛
運
動
推
進
協
議
会
で
は
次
の
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
す
．

一
、
老
人
愛
の
呼
び
か
け
運
動
（
老
人

訪
問
員
の
は
け
ん
）

二
、
敬
老
会
（
九
月
十
五
日
午
前
十
一

時
・
三
隅
中
学
校
講
堂
・
式
及
び
会

食
演
芸
等
）

写
真
　
昭
和
五
十
二
年
度

寿
大
学
落
第
式

三
、
山
口
県
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加

（
十
月
二
十
四
日
山
口
市
）

四
、
横
断
幕
の
掲
示
（
庁
舎
前
）

五
、
老
人
愛
の
ベ
ル
設
置
、
老
人
作
業

グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
そ
の
他
老
人
福

祉
対
策
の
浸
透
を
は
か
る
。

六
、
老
人
敬
愛
運
動
推
進
大
会
参
加

七
、
ね
た
き
り
老
人
介
護
者
見
舞
金
の

支
給
（
年
末
）

八
、
老
人
実
態
調
査
実
施
（
八
月
実
施

済
）

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
受
託
集
団
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー

五
〇
馬
力
、
コ
ン
バ
イ
ン
四
条
刈
を
装

備
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
ニ
○
に`
利
用
の
場

合
は
、
仕
上
代
ま
で
を
Ｉ
〇
Ｇ
当
り
六

千
円
。
コ
ン
バ
イ
ン
ーＯ
ｈ
利
用
で
六

千
五
百
円
で
刈
取
る
試
算
が
成
ヴ
立
つ
。

（
前
記
個
人
と
比
較
さ
れ
た
し
。）

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
を
意
義
あ
ら

し
め
る
た
め
に
も
是
非
、
こ
う
し
た
集

団
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

問
題
は
、
農
家
個
々
が
目
ざ
め
、
自

分
達
で
育
て
な
く
て
は
と
云
う
認
識
と
、

そ
れ
以
上
に
集
団
を
担
っ
て
や
ろ
う
と

す
る
意
欲
的
農
家
が
必
要
で
あ
る
。

他
人
事
で
な
い
問
題
と
し
て
、
同
志

で
集
落
で
是
非
検
討
を
重
ね
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
。
上
地
区
で
は
、
出
来
た

が
こ
れ
が
将
来
農
業
の
第
一
歩
と
考
え

る
。

農
業
の
生
産
性
向
上
の
期
待
に
こ
た
え
る

機

械

利

用

組

合

米
が
売
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
米
を

喰
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
も
米
価
は
国
際
価
格
の
三
倍
高
と
云

十
年
間
二
割
減
産
が
行
わ
れ
る
現
在

高
米
価
の
期
待
は
全
く
な
い
。
こ
う
し

た
情
勢
下
で
は
、
先
ず
生
産
費
を
切
り

つ
め
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

米
の
生
産
費
の
内
、
最
も
大
き
い
割
合

を
占
る
の
は
、
農
業
機
械
で
あ
る
。

農
業
機
械
が
大
型
化
し
、
普
及
す
る

こ
と
は
、
労
働
の
生
産
性
が
向
上
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
個
人
所
有
だ
か
ら
稼

動
時
間
が
少
く
、
過
剰
投
資
と
な
り
、

生
産
ど
こ
ろ
か
、
農
家
の
経
済
を
圧
迫

す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
一
ｈ
耕
作
す
る
農
家
が

一
五
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
、
匸
一

〇
万
円
と
、
二
条
刈
コ
ン
バ
イ
ン
ー
○

○
万
円
の
機
械
を
購
入
し
た
と
す
る
と
、

年
間
経
費
（
固
定
費
十
変
動
費
）
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
約
二
六
万
円
、
二
条
刈
コ

ン
バ
イ
ン
約
二
〇
万
円
、
合
計
四
六
万

円
と
な
り
、
一
〇
ａ
当
り
米
代
金
一
四

万
円
の
内
、
四
万
六
千
を
こ
の
二
つ
の

機
械
で
消
費
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
様
に
、
便
利
で
能
率
が
上
が
る

機
械
は
、
ち
っ
と
も
農
業
経
営
面
で
は

稼
い
で
く
れ
な
い
。
農
作
業
を
早
く
片

づ
け
た
い
一
念
で
導
入
さ
れ
る
ヶ
Ｉ
ス

が
多
い
。

以
前
の
様
に
米
価
が
ど
ん
ど
ん
上
る

時
代
は
も
う
去
っ
た
。
一
番
無

駄
な
機
械
投
資
を
合
理
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
時
代

の
要
請
は
大
型
化
、
高
能
率
化

の
方
向
に
あ
り
こ
れ
に
応
え
ね

ば
な
ら
ぬ
。

そ
こ
で
、
や
は
り
共
同
利
用

を
す
丶
め
ざ
る
を
え
な
い
。

共
同
利
用
の
方
法
と
し
て
は
、

部
落
共
有
、
農
協
有
、
大
農
共

同
等
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
要

は
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
、

利
用
し
易
い
形
を
農
家
自
身
が

考
え
出
す
事
が
必
要
で
あ
ろ
つ
。

関
係
者
で
い
ろ
い
ろ
検
討
し

て
来
た
結
果
、
約
一
〇
〇
に皿
の

水
田
区
域
を
『
フ
ロ
ッ
ク
と
し

て
、（
約
四
～
五
部
落
単
位
）

作
業
受
託
集
団
を
結
成
し
、
機

械
作
業
を
請
負
う
計
画
が
進
め

な
福
祉
対
策
を
確
立
し
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
老
人
問
題

を
真
剣
に
考
え
、
こ
れ
に
対
応
し
て
行

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
て
多
年
に
亘

っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
来
た
老
人
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
祝
い
、
老
後
の
暮
ら
し

と
健
康
を
守
り
老
人
自
ら
も
時
代
と
と

も
に
生
き
る
意
欲
を
高
め
、
そ
の
知
識

と
経
験
を
社
会
に
役
立
た
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
又
、
す
べ
て
の

人
々
が
老
後
へ
の
理
解
を
深
め
、
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
が
築
か
れ
る

運
動
を
進
め
よ
う

温
い
敬
愛
の
心
で
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近
年
我
が
国
に
お
い
て
は
、
人
口
の

老
齢
化
、
栄
養
の
不
適
切
な
摂
取
や
運

動
不
足
に
伴
い
、
肥
満
、
貧
血
、
各
種

成
人
病
な
ど
の
増
加
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
・

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
認

識
の
も
と
に
、
各
人
が
日
常
生
活
に
お

い
て
栄
養
、
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
こ
と
を
基
調
と
し
て
地
域
住
民

に
密
着
し
た
総
合
的
健
康
づ
く
り
対
策

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
三
隅
町

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
．
こ
の
会
は
住
民
の
健
康
診
査

事
業
、
健
康
相
談
、
保
健
栄
養
指
導
、

食
生
活
改
善
、
地
区
衛
生
組
織
の
育
成
、

健
康
教
育
等
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
方

策
を
体
系
的
、
総
合
的
に
審
議
企
画
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
・

今
後
は
本
協
議
会
を
軸
に
、
住
民
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
．

委
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
．

会
長
　
安
藤
芳
江
、
副
会
長
　
福
江

泰
子
、
委
員
　
田
村
良
弌
、
内
山
芳
二
、

山
根
邦
夫
、
五
嶋
勝
、
角
木
淑
子
、
長

峯
ワ
カ
子
、
松
浪
ミ
ド
リ
、
西
村
良
一
、

斉
藤
幸
子
、
岩
本
イ
サ
ヲ
、
木
村
幸
子
、

又
野
達
子
、
徳
田
照
子
、
池
信
宏
證
、

田
村
守
、
山
田
清

以
上
十
八
名
（
敬
称
略
）

「
特
定
不
況
業
種
離
職
者
臨
時
措
置
法
」

こ
の
法
律
は
雇
用
機
会

特定不況業種離職者臨時措置法とは
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る

状
況
の
下
で
特
定
不
況
業

種
に
係
る
事
業
分
野
に
お

い
て
、
一
時
的
に
多
数
の

離
職
者
が
発
生
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
等
の

事
情
に
か
ん
が
み
失
業
の

予
防
、
再
就
職
の
促
進
等

の
た
め
の
措
置
を
講
じ
、

も
っ
て
特
定
不
況
業
種
離

職
者
等
の
職
業
及
び
生
活

の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
制
度
で
す
．

こ
の
制
度
の
し
く
み
は
特

定
不
況
業
種
に
属
す
る
事

業
主
は
失
業
の
予
防
に
最

善
を
、
つ
く
す
と
と
も
に

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

場
合
は
、
再
就
職
援
助
計

画
を
作
成
し
事
前
に
公
共

職
業
安
定
所
長
に
提
出
し

認
定
を
受
け
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
こ
と
と
、
特
定
不

況
業
種
離
職
者
に
対
し
て

「
特
定
不
況
業
種
離
職
者

求
職
手
帳
」
を
発
行
し
手

帳
所
持
者
に
対
し
再
就
職

に
必
要
な
就
職
指
導
や
職

業
訓
練
な
ど
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と

と
し
、
こ
の
間
の
生
活
の
安
定
を
図
る

た
め
に
、
失
業
給
付
期
間
の
延
長
を
始

め
訓
練
待
機
手
当
、
就
職
促
進
手
当
の

支
給
、
さ
ら
に
特
定
不
況
業
種
離
職
者

を
雇
用
す
る
事
業
主
に
、
助
成
金
を
支

給
す
る
な
ど
の
こ
と
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
尚
特
定
不
況
業
種
は
、
製

造
業
を
主
体
と
し
て
現
在
3
5業
種
が
指

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策

は
す
べ
て
公
共
職
業
安
定
所
が
窓
口
と

、な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
し
て
下
さ

い
。

青
色
申
告
の
お
す
す
め

所
得
税
は
、
自
分
で
所
得
や
税
額
を

計
算
し
て
納
税
す
る「
申
告
納
税
制
度
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
毎
日
の

取
引
を
帳
簿
に
つ
け
、
そ
の
帳
簿
に
基

づ
い
て
正
確
に
所
得
税
の
申
告
を
す
る

人
に
は
、
税
金
の
面
で
い
ろ
い
ろ
有
利

な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
「
青
色
申
告
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

青
色
申
告
を
し
ま
す
と
、
所
得
か
ら

一
律
に
Ｉ
〇
万
円
を
控
除
す
る
青
色
申

告
控
除
や
事
業
に
従
事
し
て
い
る
親
族

に
支
払
う
給
与
が
必
要
経
費
に
な
る
青

色
専
従
者
給
与
な
ど
多
く
の
特
典
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
経
営
の
合
理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

こ
の
青
色
申
告
が
で
き
る
の
は
、
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の

あ
る
人
で
す
。
青
色
申
告
を
す
る
た
め

に
は
、
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年

の
三
月
一
五
日
ま
で
（
新
規
開
業
の
場

合
は
、
開
業
の
日
か
ら
二
か
月
以
内
）

に
、「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
記
帳
す
る
帳
簿
も
、
普
通
、

商
売
を
し
て
い
る
人
は
売
掛
帳
や
買
掛

帳
は
つ
け
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
固
定
資

産
台
帳
は
年
末
に
ま
と
め
て
つ
け
れ
ば

よ
い
の
で
、
毎
日
記
帳
す
る
も
の
と
し

て
は
、
現
金
出
納
帳
と
経
費
帳
が
新
た

に
加
わ
る
だ
け
で
す
。
な
お
、
事
業
の

規
模
が
小
さ
い
と
き
は
、
現
金
出
納
帳

を
つ
け
る
だ
け
で
す
む
「
現
金
主
義
に

よ
る
所
得
計
算
」
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
．

児
童
手
当
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
一

日
よ
り
前
年
（
一
月
か
ら
五
月

ま
で
の
月
分
の
児
童
手
当
に
つ

い
て
は
、
前
々
年
）
の
所
得
に

係
る
市
町
村
民
税
（
特
別
区
民

税
を
含
む
）
の
所
得
割
額
の
な

い
受
給
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
の

額
が
算
定
基
礎
児
童
一
人
に
つ
き
月
額

五
、
〇
〇
〇
円
か
六
、
〇
〇
〇
円
に
増

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

尚
、
市
町
村
民
税
所
得
割
額
の
あ
る
受

給
者
は
、
従
前
ど
お
り
五
、
〇
〇
〇
円

で
す
．

詳
し
く
は
役
場
民
生
課
福
祉
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
．

三 隅町 給食センタ ー廃水処理 施設建築工 事

処 理方式　　 小林式100型汚水処理施設
２０ ｔ／ Ｄ

BOD　 ２０〔Ｐ Ｐ Ｍ 〕以 下 。

昭 和53年 ９月 １ 日 。

9, 500, 000 円
下関市　　kk小林研究所。

処 理 能 力

排 水 水 質

運 転 開 始
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バレ ーボールで

台湾(小学生)チームと交歓

八
月
十
一

日
、
台
湾

の
小
学
生

全
島
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム

大
会
で
優

勝
し
た
西

松
国
民
学

校
男
子
チ

ー
ム
を
迎

え
て
親
善

試
合
を
行

な
っ
た
結

果
は
次
の

と
お
り
で

す
。第

一
試

合
　
対
向

陽
小
男
子

長
門
地

区
の
男
子
優
勝
チ
ー
ム
の
向
陽
で
は
有

っ
た
が
、
技
能
、
体
格
面
で
勝
る
一
方

的
な
ゲ
ー
ム
で
一
五
対
一
、
一
五
対
○

と
簡
単
に
終
る
。
試
合
を
観
戦
し
た
県

協
会
の
河
村
理
事
（
日
本
協
会
公
認
コ

ー
チ
）
の
意
見
で
急
き
ょ
通
中
学
男
子

チ
ー
ム
の
参
加
を
お
願
い
す
る
。

第
二
試
合
　
対
三
隅
中
学
校
女
子

今
度
は
ネ
ッ
ト
を
三
〇
セ
ン
チ
あ
げ

て
二
ｍ
一
〇
皿
に
し
て
対
戦
。
攻
・
力

の
差
と
サ
ー
ブ
カ
。
卜
の
ま
ず
さ
で
残

念
乍
ら
一
五
対
六
、
一
五
対
八
で
終
わ

る
。第

三
試
合
　
対
通
中
学
男
子

ネ
ッ
ト
を
二
ｍ
二
〇
皿
に
す
る
。
か

な
り
の
好
ゲ
ー
ム
が
期
待
さ
れ
た
が
Ｉ

セ
ッ
ト
ー
五
対
八
と
あ
っ
け
な
く
終
わ

る
。第

ニ
セ
ッ
ト
、
通
中
出
足
よ
く
、
八

対
二
と
リ
ー
ド
、
セ
ッ
ト
オ
ー
ル
を
期

待
さ
れ
た
が
、
チ
ー
ム
の
ま
と

ま
り
の
よ
い
台
湾
チ
ー
ム
に
逆

転
さ
れ
一
五
対
十
三
で
終
わ
る
。

結
果
と
し
て
は
、
台
湾
チ
ー

ム
の
三
勝
に
終
わ
る
。
三
試
合

を
と
お
し
て
台
湾
チ
ー
ム
の
Ｉ

ｍ
四
八
皿
の
セ
。
タ
ー
の
動
き
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
、
大
き

な
掛
声
等
バ
レ
ー
を
や
る
中
学

生
と
し
て
は
学
ぶ
も
の
が
多
く

有
っ
た
と
思
わ
れ
た
。

最
後
に
こ
の
交
換
会
を
持
つ

に
当
た
り
ま
し
て
、
町
、
町
教

育
委
員
会
、
他
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
町

長
さ
ん
、
中
国
語
の
通
訳
付
の

ご
挨
拶
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
・

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
は

秋
の
交
通
安
全
健
民
運
動
で
す
。
こ
と

し
の
運
動
の
重
点
は
、
歩
行
者
及
び
自

転
車
利
用
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
交

通
事
故
防
止
で
す
。
こ
ど
も
や
お
年
よ

り
は
、
感
覚
的
な
行
動
が
確
か
で
な
い

た
め
、
全
く
予
測
で
き
な
い
こ
と
が
あ

文
　
芸

天
夏
痩
せ
の
眼
の
ら
ん
ら
ん
と
本
を
読
む

旬
　
一

眼
の
み
、
ら
ん
ら
ん
と
し
て
、
一
層

痩
を
引
き
立
て
て
、
む
し
ろ
無
気
味

り
ま
す
。
車
の
運
転
者
に
と
っ
て
最
も

こ
わ
い
「
飛
び
出
し
」
も
そ
の
一
例
で

す
。こ

ど
も
と
お
年
寄
り
の
そ
ば
を
通
る

と
き
は
、
十
分
な
間
隔
を
と
り
、
い
つ

で
も
停
車
で
き
る
よ
う
な
速
度
で
運
転

し
ま
し
ょ
う
。
駐
車
や
停
車
し
て
い
る

梅
　
雪

兼
題
だ
っ
た
か
、
か
な
り
の
句
が
あ

っ
た
が
こ
の
句
を
い
た
だ
い
た
。
帰

省
子
と
汗
と
季
重
り
で
あ
る
が
、
こ

の
場
合
一
層
強
め
て
い
る
様
で
あ
る

汗
と
あ
る
が
汗
じ
み
た
衣
服
其
他
で

汗
く
さ
い
も
の
、
若
者
特
有
の
に
お

い
で
あ
る
、
気
分
が
よ
く
出
て
い
る
。

五
客

揺
り
椅
子
に
し
ぱ
し
ま
ど
ろ
む
青
嵐

一
　
平

稲
株
の
張
い
て
夏
雲
わ
き
あ
が
る

に
見
え
る
。
作
者
自
身
か
？

夢
は
み
な
若
き
日
の
夢
明
け
易
き

兎
　
史

選
者
は
毎
夜
夢
を
見
る
、
若
い
頃
は

試
験
の
夢
が
多
か
っ
た
。
こ
の
作
者

も
青
年
時
代
の
苦
し
い
夢
、
楽
し
い

夢
、
夏
の
夜
は
明
け
易
い
。

帰
省
子
の
鞄
一
杯
汗
を
詰
め

梨
　
花

林
間
に
バ
ン
ガ
ロ
ー
あ
り
青
嵐

兎
　
史

吊
る
す
手
に
願
い
を
こ
め
て
さ
さ
か
ざ

通
学
路
峠
こ
え
れ
ぱ
青
嵐

十
哲

信
　
子

さ
つ
き

車
の
陰
が
危
険
で
す
。
徐
行
し
て
安
全

を
確
め
て
通
り
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
に
乗
っ
た
こ
ど
も
や
お
年
寄

り
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ふ
ら

つ
き
、
急
な
進
路
変
更
な
ど
で
思
わ
ぬ

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
飛
び
出
し
」
社
こ
ど
も
の
交
通
事
故

で
最
も
多
い
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

見
え
な
い
と
こ
ろ
や
町
角
で
は
「
必
ず

止
っ
て
安
全
を
確
め
る
」
良
い
習
慣
を

つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
、
お
年
寄
り
の
自
転
車
利
用

は
交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
と
こ
ろ
を
避
け
る

よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
や
お
年
寄
り
に
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
も
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け

る
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
横
断
し
よ

う
と
し
て
い
る
お
年
寄
り
を
み
た
ら
す

す
ん
で
手
を
か
し
ま
し
ょ
う
。

硝
子
戸
に
腹
を
丸
見
せ
雨
蛙梅

　
雪

手
洗
場
の
い
っ
も
の
と
こ
ろ
雨
蛙

兎
　
史

合
歓
の
花
名
し
ら
ぬ
家
の
庭
に
咲
く

梨
　
花

下
宿
の
子
連
れ
て
戻
り
し
帰
省
か
な

旬
　
一

梅
雨
明
け
や
小
蟻
パ
ン
屑
棒
げ
去
り

梅
　
雪

航
跡
の
交
叉
消
え
さ
り
雲
の
峯

兎
　
史

爽
竹
桃
祖
母
と
過
せ
し
時
思
ふ

梨
　
花

帰
省
子
に
勤
め
休
ん
で
厨
ご
と

旬
　
一

耳
底
に
蝉
の
声
住
む
一
卜
日
中

青
嵐
眼
下
の
水
泳
の
西
東

兎
　
史

選
者
　
油
谷
町
　
吉
川
隅
川
先
生

三

光清
風
句
会

秋
の
交
通
安
全
健
民
運

動

九
月
二
十
一
日
～
三
十
日

事
故
の
な
い
世
界

話
し
合
う
家
族

で
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清
風
翁
と
清
風
松
2

白
　
藤
　
　
　

董

三
隅
山
荘
竝
墓
文
部
大
臣
史
蹟
指
定
実
現
の
経
緯
そ
の
二

さ
ら
に
藤
田
秘
書
官
は
藤
本
参
事
官

と
共
に
各
委
員
を
戸
別
に
歴
訪
し
、
翁

の
偉
大
を
説
き
て
懇
請
に
努
め
、
八
方

に
手
を
尽
し
奔
走
さ
れ
た
．
そ
の
結
果

委
員
会
の
情
勢
は
漸
く
好
転
し
、
文
都

省
は
専
任
嘱
託
上
田
三
平
と
文
部
省
宗

教
局
国
宝
建
造
物
調
査
室
乾
兼
松
技
官

の
両
氏
を
派
遣
し
て
旧
宅
竝
墓
所
に
就

て
極
め
て
詳
細
な
実
地
踏
査
を
行
な
っ

た
。そ

の
後
、
予
備
会
議
の
結
果
を
踏
ま

え
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月

十
八
日
開
催
の
文
化
財
保
護
委
員
会
の

審
議
に
於
て
無
事
難
関
を
通
過
し
、
同

年
八
月
一
日
附
を
以
っ
て
指
定
許
可
の

官
報
告
示
に
依
っ
て
筆
者
は
多
年
の
念

願
を
達
成
し
、
清
風
翁
の
旧
宅
及
び
墓

所
は
国
の
史
跡
と
し
て
永
遠
に
国
費
助

成
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
、
そ
の
維
持
と

管
理
は
遣
蹟
保
存
会
か
ら
離
れ
、
新
た

に
三
隅
町
が
担
任
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

（
筆
者
は
茲
に
史
蹟
指
定
に
関
し
、
絶
大
な

支
援
を
賜
っ
た
。
今
は
亡
き
藤
田
包
助
、
藤

本
萬
治
、
岩
田
博
藏
、
厚
東
常
吉
、
香
川
政

『

脇
本
直
甫
諸
賢
の
芳
名
を
記
し
て
敬
仰

の
念
を
新
た
に
す
る
。
』

但
し
指
定
に
就
て
は
次
の
諸
条
件
が

あ
っ
た
。

一
、
御
霊
屋
と
鳥
居
を
山
荘
敷
地
外
に

移
転
の
こ
と
。

二
、
部
落
の
火
の
見
や
ぐ
ら
の
移
転

三
、
邸
内
の
石
、
燈
籠
、
手
水
鉢
、
石

碑
等
一
石
一
木
と
雖
も
無
届
け
異

動
せ
ぬ
こ
と
。

（
御
霊
屋
を
清
風
神
社
と
呼
称
し
て
い

る
が
、
神
社
に
非
ず
、
現
状
は
御
霊
屋

で
あ
る
。）

右
に
依
っ
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
当
時

御
霊
屋
鳥
居
等
を
指
定
地
域
外
に
移
転

せ
よ
と
い
う
も
、
そ
の
周
辺
は
悉
く
個

人
所
有
地
で
あ
っ
た
．
筆
者
は
こ
れ
が

取
得
の
た
め
に
翁
の
精
神
を
基
調
と
す

る
修
錬
道
場
の
建
設
を
発
起
す
る
と
同

時
に
、
神
社
法
に
も
と
づ
く
県
社
奉
建

の
目
的
で
山
荘
東
側
隣
接
地
五
反
五
畝

余
歩
を
町
費
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
特

志
者
の
浄
資
寄
附
に
依
っ
て
購
入
し
、

三
隅
町
の
所
有
地
と
し
て
こ
れ
に
御
霊

屋
鳥
居
の
移
転
の
差
支
え
な
き
を
得
た

次
第
で
あ
る
．

そ
の
後
県
の
要
請
に
よ
り
募
集
浄
資

の
内
、
金
弐
万
五
千
円
を
山
口
県
に
寄

附
し
県
は
こ
れ
が
期
待
に
答
え
て
昭
和

十
八
年
秋
開
か
れ
た
追
加
予
算
県
会
へ

県

立
三
隅
修
錬
道
場

設
立
の
追
加
予
算

と
し

て
五
万
五
千

円
を
計
上
し

て
、
万

場

一
致
で
可
決

確
定
し

時
の
態
谷
憲

一

知
事

は
十

九
年
度

早
々
着
工

す
る
旨

を

筆
者

に
言
明
し

た
。

（
戦
時
中
と
て
資
材
の
入
１
極
め
て
困
艱
の
た
・

め
、
建
設
資
材
の
一
部
購
入
済
み
で
あ
っ
た
。）

然
る
に
昭
和
十

九
年
三
月

二
十

八
日

筆
者

が
町

長
退
任
後
、
等
閑
視
し

そ
の

ま
ま
に
葬
ら
れ
た
こ
と
は
寄
附
募
集
の

当
事
者
で
あ
り
、
発
起
者
た
る
筆
者
の

立
場

上
真
に
遺
憾
の
極
み
で
、
殊
に
清

風
神
社
社
殿
と
し
て
野
田
神
社
の
中
の

空
社
殿
譲
受
け
が
県
議
会
議
長
厚
東
常

吉
君

と
旧
藩
主
毛
利
元

道
氏
の
誓
約
で

確
定
せ
る
こ
と
も
悉
く
画
餅
に
帰
し
、

今
日
に
至
る
は
全
く
恨
事
で
あ
る
。

（
当
時
こ
れ
が
遷
宮
移
築
の
場
合
を
考
慮
し
寄

附
浄
資
別
途
温
存
。
）

偶
々
昭
和
二
十
七
年
町
制
実
施
十
周

年
式
典
に
臨
場
の
小
沢
副
知
事
に
筆
者

は
過
去
の
実
情
を
述
べ
、
強
く
県
の
不

信
を
訴
え
た
と
こ
ろ
副
知
事
は
壇
上
に

歩
を
運
び
、
早
速
調
査
の
上
三
隅
町
に

酬
い
た
し
と
答
え
、
越
え
て
翌
二
十
八

年
県
は
三
隅
町
に
対
し
百
万
円
の
交
附

金
を
贈
っ
て
筆
者
の
期
待
に
応
え
て
い

る
。

以
下
　

次
号

母
子
医
療

制
度

と

は

母
子
家
庭
に
は
、
所
得
保
障
の

一
環
と
し
て
母
子
年
金
、
児
童
扶

養
手
当
等
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
生
活
基
盤
は
依
然
と
し

て
軟
弱
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
支
給

を
受
け
て
も
な
お
低
所
得
で
あ
る

母
子
家
庭
に
対
す
る
援
護
対
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
し
、
母

子
家
庭
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
母
子
の

保
険
の
向
上
に
寄
与
し
そ
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
目

的
で
本
年
1
0月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
・

一
、
対
象
者
、
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
を
養
育
す
る
母
子
家
庭

の
母
及
び
当
該
児
童
並
び
に
義

務
教
育
終
了
前
の
父
母
の
い
な

い
児
童
。
た
だ
し
、
他
の
制
度

に
よ
り
医
療
費
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
者
は
除
く
。

二
、
所
得
制
限
、
市
町
村
民
税
所

得
割
非
課
税
世
帯
。

三
、
助
成
の
範
囲
、
医
療
保
険
の

自
己
負
担
相
当
額
、
た
だ
し
、

当
該
医
療
に
対
し
、
法
令
又
は
他

の
制
度
に
よ
り
医
療
費
の
給
付
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
を
控
除
し

た
額
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は

民
生
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

盆
す
ぎ
か
ら
各
地
で
順
々
に
行
わ
れ
る
「
お
み
ゆ
き
」
が

経
済
上
の
都
合
で
次
第
に
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
豊
原

で
は
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
隅
町
の
「
お
み
ゆ
き
」
は
御
輿
を
ほ
う
り
上
げ
る
の
が

特
徴
で
他
町
村
で
は
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
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善
　
　
　

意

一
、
香
典
返
し
寄
付

沢
　
江
　
　
　
　

山
内
ナ
ミ
ェ

夫
　
良
一
死
亡

市
　
　
　
　
　
　

辻
野
政
喜

妻
　
キ
ソ
ヱ
死
亡

豊
　
原
　
　
　
　

村
岡
慶
太
郎

父
　
安
次
郎
死
亡

一
の
瀬
　
　
　
　

椋
木
愛
夫

母
　
く
わ
死
亡

二
、
見
舞
返
し
寄
付

小
　
島
　
　
　
　

沖
村
重
誓

豊
　
原
　
　
　
　

原
田
八
三
郎

三
、
篤
志
寄
付

明
倫
小
学
校
四
年
　
豊
　
原

小
　
林
　
勝
　
平

徳
山
市
　
　
　
山
電
タ
ク
シ
ー

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昭
和
五
十
三
年
七
月
二
十
二
日
か
ら

八
月
二
十
一
日
ま
で

上
中
小
野
　
山
本
　
真
吾
　
　
尚
悟

湯
免
　
　
　

岡
田
　
展
昌
　
　
文
行

豊
原
　
　
　
小
林
　
勇
貴
　
　
一
成

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

昭
和
五
十
三
年
七
月
二
十
二
日
か
ら

八
月
二
十
一
日
ま
で

市
　
　
　

辻
野
キ
ソ
ヱ
　
　
　
6
1
歳

豊
原
　
　
村
岡
安
次
郎
　
　
　
9
0

一
ノ
瀬
　
椋
木
　
く
わ
　
　
　
7
7

土
手
　
　
山
本
　
房
一
　
　
　
5
8

沢
江
　
　
村
田
　
重
吉
　
　
　
7
7

一
、
昭
和
五
十
四
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
丘
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
．

歌
会
始
の
お
題
及
び

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

（
注
）
お
題
は
「
丘
」
で
す
が
歌
に
は

「
岡
」
の
文
字
を
用
い
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

詠
進
歌
は
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

用
紙
は
半
紙
と
し
毛
筆
で
自
書
し

て
く
だ
さ
い
。

書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本
名
、

ふ
り
が
な
つ
き
）
生
年
月
日
及
び
職
業

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
の
期
間

本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま

で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
十

月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま

す
。㈲

郵
便
の
あ
て
先

〒
1
0
0「東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番

一
号
宮
内
庁
」
と
し
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は

小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

長
門
市
と
大
津
郡
を
中
心
に
取
材
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
門

通
信
部
』
は
８
月
1
6日
付
で
廃
止
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
長
い
間
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域

の
取
材
は
今
後
、
引
き
続
き
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山

口
放
送
局
で
行
い
、
地
域
の
皆
様
に
役

立
つ
、
ニ
ュ
ー
ス
や
番
組
を
制
作
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
ニ
ュ
ー
ス

や
話
題
、
番
組
関
係
の
ご
連
絡
や
お
問

い
合
わ
せ
、
受
信
相
談
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
左
記
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

連
絡
先

山
口
市
中
央
五－
十
四－
二
二

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局

T
E
L
0
8
3
9
2②
2
8
5
0

戦
没
者
の
ご
遺
族
お
よ
び
旧
軍
人
・

軍
属
（
凖
軍
属
）
の
み
な
さ
ん
移
動
援

護
相
談
会
が
左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
．

記

〇
主
催
　
山
口
県
援
護
課

〇
日
程
　
九
月
二
十
一
日
十
時
？
十
五

時
、
萩
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

十
月
三
日
十
時
～
十
五
時

長
門
市
役
所

○
相
談
内
容
　
恩
給
法
及
び
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
関
係

Ｏ
費
用
　
無
料

移
動
援
護
相
談
会

の
お
知
ら
せ

消
防
用
設
備
等
の
工
事
又
は

整
備
に
関
す
る
講
習

案
内
消
防
法
に
よ
る
消
防
用
設
備
等
の
工

事
又
は
整
備
に
関
す
る
講
習
会
が
次
の

よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
消
防
設
備
士

で
次
の
講
習
区
分
ご
と
の
免
状
を
所
持

し
て
い
る
者
（
昭
和
5
2年
３
月
3
1日
以

前
に
免
状
の
交
付
を
受
け
た
者
を
主
体

と
す
る
）

講習会場については、受講票に
より各受講者に通知します。

区

分
第
一種

第一
一種

第

一一
一種 ｜

第

五
種

月

日

Ａ

日

Ｖ

日

Ａ

日

ｙ

日

ｙ

日

場

所 の山吊１ 山吊
山

口
市

受
講
申
請
書
の
請
求
先

長
門
地
区
消
防
本
部
又
は
山
口
県

総
務
部
消
防
防
災
課
に
請
求
し
て

下
さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
1
7日
か
ら
９
月
９
日

ま
で
。

警
察
で
は
、
五
十
三
年
度
第
２
回
の

山
口
県
警
察
官
及
び
警
視
庁
ほ
か
関
係

府
県
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
試
験
の
日
程

Ｏ
募
集
期
間
　
七
月
十
七
日
か
ら
九

月
十
六
日
ま
で
の
間
。

○
第
一
次
試
験
　
十
月
一
日

〇
第
二
次
試
験
　
十
一
月
中
旬

〇
最
終
合
格
発
表
　
十
二
月
下
旬

二
、
試
験
場

〇
第
一
次
　
山
口
県
警
察
学
校

警
察
官
募
集

萩
署
ほ
か
県
下
主
要
警

察
署

Ｏ
第
二
次
　
山
口
県
警
察
学
校

三
、
採
用
人
員

山
口
県
警
察
官
　
七
〇
名

警
視
庁
、
干
葉
、
神
奈
川
、
京

都
、
大
阪
、
兵
庫
、
各
５
名`

四
、
受
験
資
格

山
学
歴
　
大
学
卒
又
は
来
春
卒
業
予
定

者
・
高
校
卒
又
は
来
春
卒
業
予
定
者

叨
年
令
、
性
別

昭
和
2
6年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
3
6年

‘４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。

詳
細
に
つ
い
て
は
長
門
警
察
署
又
は

駐
在
所
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

九
月
三
日

消
防
操
法
大
会

球
技
大
会

九
月
十
五
日

敬
老
会

九
月
下
旬

議
　
会

九
月
二
十
一
日

～
三
十
日

秋
の
交
通
安
全

健
民
運
動

本年４月に完成の「上地味噌加工場」すばらし
くおいしい味噌ができるので委託加工申込みが非
常に多い。

行
事
メ
モ
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